


広報によど川 2月号 《2》

厳しい時代切り開く開くり開く
大人の決意胸に成人式大人の決意胸に成人式大人の決意胸に成人式

　
一
月
二
日
、
仁
淀
川
町
成
人
式
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
華
や
か
な
和
服

や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
五
十
四
人
が
大

人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
藤
　
富
士
登
町
長
か
ら
「
皆

さ
ん
に
は
何
事
に
も
代
え
難
い
清
新
な

若
さ
と
可
能
性
に
満
ち
た
将
来
が
あ
り

ま
す
。
厳
し
い
現
状
を
打
開
し
、
社
会

の
担
い
手
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
を
強
く
望
み
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
新

成
人
代
表
の
藤
野
勇
也
さ
ん
が
「
こ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
若
い
力

が
時
代
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

未
来
を
自
分
た
ち
の
手
で
切
り
開
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
堀
内
佳
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
心
温
ま
る
歌
の
数
々

と
「
み
ん
な
を
育
て
て
く
れ
た
素
敵
な

仁
淀
川
町
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
新
成
人
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

力強く謝辞を述べた

藤野勇也さん



《3》 広報によど川 2月号

厳しい時代切厳しい時代切り開開く厳しい時代切り開
大人の決意胸に成人式

〈
吾
川
地
区
〉

大
中
　
群
木
　
　
　
　
藤
原
　
美
穂

藤
野
　
勇
也
　
　
　
　
大
原
志
伊
奈

岡
林
　
宏
恭
　
　
　
　
　
川
奈
々
恵

鎌
倉
　
昌
大
　
　
　
　
片
岡
明
日
実

鎌
倉
　
真
司
　
　
　
　
大
西
さ
お
り

片
岡
　
教
幸
　
　
　
　
尾
崎
　
愛
純

菊
池
　
聖
矢
　
　
　
　
西
森
　
未
咲

川
村
　
悠
太
　
　
　
　
森
澤
　
里
菜

片
岡
　
聖
弥
　
　
　
　
北
岡
　
里
美

鎌
倉
　
修
先
生

〈
池
川
地
区
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
美
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
田
　
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
祐
美
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
　
有
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
山
　
詩
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
林
　
美
保
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
（
梅
木
）
千
愛

〈
仁
淀
地
区
〉

神
原
　
千
尋

片
岡
　
奈
美

鎌
倉
　
夏
希

七
戸
　
静
香

古
味
　
朱
里

井
上
　
　
愛

古
味
　
千
明

鎌
倉
　
　
彩

田
村
　
千
秋

大
野
　
　
唯

西
森
　
吏
保

仁淀川町成人式

菊
池
　
祥
彦

鈴
木
　
翔
太

森
本
　
康
介

松
浦
　
孝
輔

山
中
　
和
也

高
平
　
孝
幸

川
上
　
直
人

中
越
　
卓
耶

吉
田
　
太
一

西
森
　
拓
也

岡
村
　
貴
大

齋
藤
　
広
太

北
添
　
崇
也

山
本
　
有
志

橋
本
　
政
幸

神
原
　
勇
樹

中
越
　
　
慶



広報によど川 2月号 《4》

2009年スタート！
新春恒例の行事が各地区で行われました

１
月
１
日
　
時
折
、
雪
が
舞
う
な
か
、
寺
村
地
区
で
「
お

な
ば
れ
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
無
病
息
災
を
祈
り

な
が
ら
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た

熱
演
に
大
き
な
拍
手

　
　
　
　
　
　
池
川
芸
能
大
会

迎
春
迎
春
迎
春

今
年
も
元
気
に

今
年
も
元
気
に

　
ス
ポ
ー
ツ
始
め

　
ス
ポ
ー
ツ
始
め

今
年
も
元
気
に

　
ス
ポ
ー
ツ
始
め

１月２日　土居・岩丸地区を獅子舞や鬼神（大蛮）

などが練り歩き、お正月気分を盛り上げました

１
月
４
日
　
新
春
恒
例
の
池

川
芸
能
大
会
（
主
催
・
池
川

文
化
協
会
）
が
池
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
池
川
保

育
園
児
が
日
本
語
と
ス
ペ
イ

ン
語
で
歌
う
「
キ
ラ
キ
ラ

星
」
と
合
奏
「
動
物
園
へ
行

こ
う
」
。
会
場
は
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
の
観
客
で
埋
め
尽

く
さ
れ
、
幕
開
け

か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　
高
知
中
央
高
校

奇
術
部
に
よ
る
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ

ー
、
中
学
生
の
池

川
神
楽
、
民
謡
、

椿
山
太
鼓
踊
り
、

日
本
舞
踊
な
ど
の

熱
演
が
次
々
と
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

１
月
２
日
　
ス
ポ
ー
ツ
始
め
が

町
内
四
カ
所
で
行
わ
れ
、
約
二

百
人
が
新
年
の
誓
い
を
胸
に
心

地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

福
を
招
く
「
大
黒
の
舞
」

椿
山
太
鼓
踊
り

森地区 池川地区



《5》 広報によど川 2月号

「たすき」つないだ健脚15チーム
雨
突
き
力
走

雨
突
き
力
走

迎
春雨の中、寺村西浦をスタート

今
年
も
元
気
に

　
ス
ポ
ー
ツ
始
め長者地区吾川地区

吾
川
・
仁
淀
川

駅
伝
競
走
大
会

１
月
18
日
　
第
三
十
回
吾
川
・

第
二
十
四
回
仁
淀
川
駅
伝
競

走
大
会
が
、
寺
村
西
浦
〜
上

仁
淀
川
橋
〜
長
屋
〜

役
場
本
庁
の
七
区
間
、

二
十
二
・
八
㌔
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
女
子
中
学
生
二

チ
ー
ム
を
含
む
十
五

チ
ー
ム
が
参
加
、
冷

た
い
雨
の
中
を
力
走

し
ま
し
た
。

 

吾
川
の
部
で
は
、

五
選
手
が
区
間
賞
を

獲
得
し
た
高
吾
北
広

域
が
優
勝
、
仁
淀
川
の
部
で

は
、
前
半
は
三
位
で
ゴ
ー
ル

し
た
も
の
の
、
後
半
で
は
一

位
の
座
を
守
り
続
け
た
佐
川

町
が
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
三
十

回
目
を
迎
え
た

吾
川
駅
伝
。
閉

会
式
で
は
第
一

回
大
会
か
ら
連

続
出
場
し
て
い

る
山
　
幸
彦
さ

ん
と
、
仁
淀
川

町
役
場
チ
ー
ム

（
町
村
合
併
前

は
吾
川
村
）
に

記
念
の
楯
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
創
設

当
時
か
ら
長
年

に
わ
た
り
、
吾

川
村
体
育
会
長

と
し
て
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
大

野

泰

三

さ

ん

（
正
ノ
石
）
に

感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。




